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年に取り組むべきこと　②

やったり踊り（埼玉県春日部市）

春日部で保存される念仏踊
（）

政府の経済対策　観光地の再生・高付加価値化事業
宿改修などに億円

上
限
１
億
円
、補
助
率
３
分
の
２
も

補
正
予
算
　
観
光
Ｄ
Ｘ
実
証
な
ど

９月宿泊者

コ
ロ
ナ
前
比

％
減

観
光
庁

統

計
　

７
府
県
が
６
割
以
上
減

国
際
会
議
が

％
減

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

集

計
　

リ
モ
ー
ト
化
で

件
に
年

様
子
見

％
、予
定

％

リ
ク
ル
ー
ト
調
査
　


月
下
旬
時
点
の
旅
行
意
向

民
泊
物
件
１
万

件
に


月
時
点
　

ピ
ー
ク
時
か
ら

％
減

多言語解説を指南
観光庁

セミナー参加者募集

三陸沿岸道
復興道路

全線が開通

　
前
回
に
引
き
続
き
、
２
０
２

２
年
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を

紹
介
し
た
い
。

年
は
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
に
翻
弄

ほ
ん
ろ
う

さ
れ
た
１
年

だ
っ
た
。
早
期
の
収
束
が
期
待

さ
れ
た
が
一
転
、
回
復
の
兆
し

も
見
え
な
い
ま
ま
１
年
が
過
ぎ

去
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
年
こ
そ

は
逆
境
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

１
年
と
し
た
い
。

　
３
、
事
業
者
連
携
に
よ
り
面

的
再
生
を
目
指
す

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
観
光
に
携

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
が
廃

業
や
撤
退
、
事
業
縮
小
な
ど
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
観
光
地
の
刃

こ
ぼ
れ
が
発
生
し
て
い
る
。
一

部
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
に
ぎ
わ

っ
て
い
て
も
、
目
の
前
の
観
光

商
店
街
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
は
、
元

通
り
の
観
光
地
の
姿
に
再
生
す

る
の
は
難
し
い
。

　
宿
泊
施
設
が
予
約
獲
得
し
て

も
そ
れ
を
支
え
る
取
引
業
者
が

い
な
い
と
本
格
的
な
営
業
再
開

は
で
き
な
い
。
ま
た
、
周
辺
の

土
産
店
や
娯
楽
施
設
、飲
食
店
、

観
光
施
設
等
が
営
業
し
て
い
な

い
と
集
客
力
低
下
に
つ
な
が

る
。
鉄
道
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー

会
社
が
減
便
す
る
と
地
域
の
入

り
込
み
客
数
に
直
接
の
影
響
を

与
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
は
い
ま
全

国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
。
旅

館
・
ホ
テ
ル
の
経
営
者
は
地
域

の
観
光
団
体
の
ト
ッ
プ
を
兼
任

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
他
業
種

も
巻
き
込
ん
だ
面
的
再
生
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
自
社
の
業
績
改
善
で
手
一

杯
と
考
え
る
経
営
者
は
多
い
と

思
う
が
、
地
域
が
地
盤
沈
下
し

て
い
て
は
自
社
の
再
生
も
お
ぼ

つ
か
な
い
。

　
幸
い
に
し
て
、
行
政
は
地
域

の
事
業
者
が
連
携
し
た
取
り
組

み
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
仕
組

み
を
整
え
て
い
る
。
昨
年
度
の

観
光
庁
予
算
の
目
玉
で
あ
っ

た
、
既
存
観
光
拠
点
の
再
生
・

高
付
加
価
値
化
推
進
事
業
は
、

今
年
も
予
算
を
増
額
し
て
実
施

さ
れ
る
予
定
だ
。

　
宿
泊
事
業
者
を
中
心
に
、
観

光
施
設
や
交
通
事
業
者
等
と
連

携
し
て
、
地
域
の
観
光
再
生
計

画
を
立
案
し
申
請
す
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
窓
口
は
自
治
体

や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
担
う
可
能
性
が
あ

る
が
、
実
態
と
し
て
は
宿
泊
事

業
者
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
次
世
代
を
支
え
る
若
い
経
営

者
が
中
心
と
な
っ
て
面
的
再
生

を
推
進
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行

以
前
よ
り
も
さ
ら
に
魅
力
的
な

観
光
地
作
り
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

　
（
ア
ル
フ
ァ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
代
表
取
締
役
）

春
日
部
で
３
８
０

年
受
け
継
が
れ
る

「
や
っ
た
り
踊

り
」

　
全
国
各
地
に
は
地
域
の
風

土
や
生
活
の
中
か
ら
、
多
種

多
様
の
民
俗
芸
能
が
う
ま
れ

た
。
埼
玉
県
東
部
の
春
日
部

市
で
は
約
３
８
０
年
に
わ
た

っ
て
、
「
や
っ
た
り
踊
り
」

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
踊
り
が

受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
に
大
畑
村
は
近

隣
の
備
後
村
と
、
収
穫
量
の

少
な
い
不
毛
な
土
地
を
巡
っ

て
争
う
よ
う
に
な
り
、
相
撲

に
よ
っ
て
決
着
を
つ
け
る
こ

と
と
な
っ
た
。
闘
技
で
は
大

畑
村
が
勝
利
し
、
不
毛
な
土

地
は
備
後
村
の
所
有
と
な
っ

た
の
だ
。
重
い
年

貢
を
免
れ
る
こ
と

が
で
き
た
大
畑
村

の
農
民
が
、
「
ヤ

ッ
タ
リ
ナ
ー
、
ヤ

ッ
タ
リ
ナ
ー
」
と

囃は
や

し
立
て
な
が
ら

踊
っ
た
こ
と
が

「
や
っ
た
り
踊

り
」
の
起
源
と
伝
わ
っ
て
い

る
。

　
地
域
の
人
々
が
長
年
に
わ

た
っ
て
守
り
続
け
て
き
た
県

内
で
も
珍
し
い
念
仏
踊
り

は
、
埼
玉
県
の
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い

る
。
伝
統
の
踊
り
が
年
に
１

度
舞
わ
れ
る
の
は
、
毎
年
７

月

日
に
近
い
土
曜
日
だ
。

午
後
８
時
ご
ろ
に
大
畑
地
区

に
建
立
さ
れ
て
い
る
浄
土
宗

の
寺
院
、
西
光
寺
か
ら
笛
や

太
鼓
の
お
囃
子

は
や
し

に
合
わ
せ
て

踊
り
を
舞
う
「
練
り
込
み
」

の
行
列
が
大
畑
香
取
神
社
に

向
か
う
。
約
３
０
０
㍍
の
道

中
に
は
、
そ
ろ
い
の
浴
衣
に

赤
の
上
げ
鉢
巻
、
白
足
袋
に

赤
い
鼻
緒
の
草
履
を
身
に
つ

け
た
踊
り
手
の
長
い
行
列
が

つ
な
が
る
。

　
踊
り
手
た
ち
が
神
社
に
到

着
す
る
と
、ま
ず「
扇
子
踊

り
」の
奉
納
が
行
わ
れ
る
。小

学
校
１
～
３
年
生
、小
学
校

４
年
生
～
中
学
生
、若
衆
の

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、順
に
扇
子
を
手
に
し
て

数
分
間
の
踊
り
を
披
露
す

る
。「
ヤ
ッ
タ
リ
ナ
ー
」の
囃

子
詞
と
と
も
に
、体
を
前
後

に
大
き
く
屈
伸
し
な
が
ら
手

に
持
っ
た
扇
子
を
前
に
突
き

出
す
動
き
が
と
て
も
特
徴
的

だ
。続
い
て「
手
踊
り
」が
奉

納
さ
れ
る
。お
囃
子
の
調
子

に
は
少
し
哀
愁
が
漂
う
が
、

踊
り
が
も
つ
躍
動
感
を
失
う

こ
と
は
な
い
。「
手
踊
り
」も
、

小
学
校
１
～
３
年
生
、小
学

校
４
年
生
～
中
学
生
、若
衆

の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
順
番
に
舞
わ
れ
る
。

　
「
や
っ
た
り
踊
り
」
の
規

模
は
大
き
く
は
な
い
が
、
地

元
の
人
々
が
小
学
生
か
ら
大

人
ま
で
世
代
を
超
え
て
、
伝

統
を
守
り
続
け
て
い
る
姿
に

共
感
を
覚
え
、
エ
ー
ル
を
送

り
た
く
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
（
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
・

大
林
等
）

　
▽
オ
マ
ツ
リ
ジ
ャ
パ
ン
は

日
本
初
の
祭
り
サ
ポ
ー
ト
専

門
会
社
。omatsurijapan.com

㌽ ㌽
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２
０
２
１
年
度
補
正
予
算
の
成
立
な
ど
を
受
け
て
、
新
た
な
経
済
対
策
に
基
づ
く
観
光
施
策
が
動
き
だ
す
。
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
以
外
の
大
型
事
業
は
、
既
存
の
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
予
算
の
残
額
を
充
て
た
事
業
で
、
宿
泊

施
設
の
大
規
模
改
修
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
す
る
「
地
域
一
体
と
な
っ
た
観
光
地
の
再
生
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
高
付

加
価
値
化
」
。
同
様
の
事
業
で
あ
る

年
度
３
次
補
正
の
５
５
０
億
円
か
ら
予
算
を
倍
増
し
、
１
千
億
円
を
計
上
、

補
助
上
限
額
も
引
き
上
げ
て
い
る
。

年
度
補
正
予
算
を
充
て
る
事
業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
を
実
証
す
る

「
観
光
Ｄ
Ｘ
推
進
緊
急
対
策
事
業
」
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
。

　
２
０
２
０
年
に
日
本
国
内

で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
の

件
数
は
２
２
２
件
で
、

年

比
で

％
の
減
少
と
な
っ

た
。
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
基
準
に
基
づ
く

集
計
。

年
に
は
過
去
最
高

の
３
６
２
１
件
を
記
録
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
幅
に
減

少
し
た
。
水
際
対
策
の
強
化

で
外
国
人
の
会
議
参
加
者
が

入
国
で
き
な
く
な
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
開

催
な
ど
が
増
加
し
た
。

　
集
計
の
基
準
は
、
主
催
者

が
民
間
企
業
以
外
で
、
日
本

を
含
む
３
カ
国
・
地
域
以
上

か
ら

人
以
上
の
参
加
が
あ

る
国
際
会
議
。

　
国
際
会
議
の
参
加
者
総
数

は
９
万
６
２
７
１
人
で

年

比

％
減
だ
っ
た
。
こ
の
う

ち
外
国
人
参
加
者
数
は
６
６

０
３
人
で
、
開
催
都
市
別
で

は
東
京

区
が
１
６
２
０

人
、
北
九
州
市
が
１
０
８
３

人
、
京
都
市
が
５
６
２
人
な

ど
。

　
全
て
の
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
が
、
一
定
の
開
催
条

件
を
満
た
す
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
の
リ
モ
ー
ト
会
議
を
含
め

る
と
、

年
の
開
催
件
数
は

９
０
０
件
に
上
る
。

　
リ
モ
ー
ト
会
議
を
含
め
た

９
０
０
件
の
月
別
開
催
状
況

を
見
る
と
、
基
準
を
満
た
す

会
議
２
２
２
件
の
ほ
と
ん
ど

が
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
前
の

１
月
と
２
月
の
開
催
だ
っ

た
。
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
で
は
「
１
、

２
月
以
降
、
中
止
や
延
期
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
３
月
に
激

減
し
た
も
の
の
、
５
月
以
降

は
徐
々
に
リ
モ
ー
ト
へ
シ
フ

ト
し
て
い
く
開
催
形
態
の
変

化
が
読
み
取
れ
る
」
と
指
摘

し
た
。

　
国
土
交
通
省
が
整
備
を
進

め
て
き
た
復
興
道
路
、
仙
台

―
八
戸
間
を
結
ぶ
三
陸
沿
岸

道
路
（
約
３
５
９
㌔
）
が


月

日
に
全
線
開
通
し
た
。

岩
手
県
の
普
代
―
久
慈
間

（

㌔
）
の
開
通
に
伴
う
全

線
開
通
で
、
観
光
振
興
へ
の

効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
同
日
に
は
久
慈
市
で
開
通

式
典
が
行
わ
れ
た
。
斉
藤
鉄

夫
国
交
相
は
「
三
陸
沿
岸
地

域
を
通
る
大
動
脈
が
全
線
開

通
し
、
豊
か
な
水
産
物
が
全

国
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
地
域
産
業
の
活

性
化
や
観
光
振
興
、
災
害
時

の
緊
急
避
難
や
物
資
輸
送
、

救
命
救
急
活
動
に
活
用
さ

れ
、
復
興
を
力
強
く
支
援
し

て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
に

伴
う
観
光
振
興
で
は
、
普
代

Ｉ
Ｃ
付
近
に
道
の
駅
「
青
の

国
ふ
だ
い
」
が
２
０
２
１
年

９
月
に
開
業
。
久
慈
北
Ｉ
Ｃ

付
近
に
は
４
市
町
村
が
整
備

す
る
「
広
域
道
の
駅
」
が


年
に
開
業
す
る
予
定
。

　
「
地
域
一
体
と
な
っ
た
観

光
地
の
再
生
・
観
光
サ
ー
ビ

ス
の
高
付
加
価
値
化
」
は
、

宿
泊
施
設
を
中
心
と
し
た
面

的
な
観
光
地
の
再
生
・
高
付

加
価
値
化
に
向
け
て
自
治
体

や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
策
定
す
る
地
域

計
画
に
基
づ
く
個
別
の
事
業

に
補
助
金
を
交
付
す
る
。

　
事
業
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の

う
ち
、
宿
泊
施
設
の
大
規
模

改
修
費
へ
の
補
助
は
上
限
額

が
、

年
度
３
次
補
正
に
よ

る
事
業
の
２
千
万
円
に
対
し

て
１
億
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
。
補
助
率
は
原
則
２
分
の

１
だ
が
、
投
資
の
余
力
に
乏

し
い
事
業
者
に
つ
い
て
は
一

定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
３

分
の
２
を
適
用
す
る
規
定
を

新
た
に
設
け
た
。

　
こ
の
他
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー

は
、
観
光
地
の
景
観
改
善
に

つ
な
が
る
廃
屋
撤
去
（
補
助

上
限
１
億
円
、
補
助
率
２
分

の
１
）
、
土
産
店
や
飲
食
店

な
ど
の
改
修
（
同
５
０
０
万

円
、
同
２
分
の
１
）
、
公
的

施
設
の
観
光
活
用
へ
の
改
修

（
同
２
千
万
円
、
同
２
分
の

１
）
。

　
再
生
・
高
付
加
価
値
事
業

に
つ
い
て
観
光
庁
の
和
田
浩

一
長
官
は
「
予
算
規
模
が
倍

近
く
に
な
り
、
補
助
上
限
の

引
き
上
げ
で
宿
泊
施
設
の
改

修
を
効
果
的
に
支
援
す
る
。

多
く
の
観
光
地
で
面
的
な
再

生
や
高
付
加
価
値
化
が
計
画

的
、
効
果
的
に
進
む
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」と
述
べ
た
。

　
既
存
の
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ

ベ
ル
事
業
予
算
の
残
額
を
充

て
た
事
業
に
は
、
「
地
域
独

自
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た

地
域
の
稼
げ
る
看
板
商
品
の

創
出
」
も
あ
る
。
予
算
額
は

１
０
１
億
円
。
近
年
実
施
し

て
き
た
誘
客
多
角
化
や
域
内

連
携
に
関
す
る
事
業
と
同

様
、
地
域
の
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
創
出
を
促
進
す
る
。
ツ
ア

ー
の
企
画
開
発
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
費
用
を
支

援
。
補
助
率
は
５
０
０
万
円

ま
で
定
額
、
５
０
０
万
円
を

超
え
る
部
分
は
２
分
の
１
。

補
助
上
限
額
は
１
千
万
円
。

　

年
度
補
正
予
算
の
観
光

Ｄ
Ｘ
推
進
緊
急
対
策
事
業
は

予
算
額
が
２
億
円
。自
治
体
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
地
域
の
観
光
事
業

者
、
先
進
技
術
を
持
つ
企
業

が
一
体
と
な
っ
て
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
観
光
地
経

営
に
取
り
組
む
。
観
光
地
の

混
雑
回
避
や
移
動
円
滑
化
、

観
光
客
の
周
遊
促
進
や
リ
ピ

ー
タ
ー
化
な
ど
を
目
的
と
し

た
実
証
事
業
の
経
費
を
支
援

す
る
。

　
ま
た
、
訪
日
外
国
人
旅
行

者
受
入
環
境
整
備
緊
急
対
策

事
業
に
は
、

年
度
補
正
予

算
で
１
０
０
億
円
が
計
上
さ

れ
た
。
宿
泊
事
業
者
の
デ
ジ

タ
ル
活
用
な
ど
生
産
性
向

上
、
交
通
事
業
者
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応
、
地
域

の
観
光
人
材
を
対
象
と
し
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
研

修
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
の
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に
向
け
た
実
証

事
業
な
ど
を
支
援
す
る
。
　

　
　
　
　
　
　
【
向
野
悟
】

　
観
光
庁
が
発
表
し
た
住
宅

宿
泊
事
業
法
に
基
づ
く
届
け

出
住
宅
数
は
、
２
０
２
１
年


月

日
時
点
の
集
計
で
１

万
８
４
２
７
件
と
な
っ
た
。

前
回
調
査（

月

日
時
点
）

以
降
、
新
規
の
届
け
出
が
２

２
０
件
あ
っ
た
が
、
事
業
廃

止
が
２
１
１
件
あ
り
、
９
件

の
増
加
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

な
ど
の
影
響
で
届
け
出
住
宅

数
は
、
最
多
だ
っ
た

年
４

月

日
時
点
の
２
万
１
３
８

５
件
か
ら

・
８
％
減
少
し

て
い
る
。

　
届
け
出
住
宅
数
は
、
最
多

だ
っ
た

年
４
月

日
時
点

か
ら
、

年

月

日
時
点

ま
で
の
間
に
新
規
届
け
出
が

４
７
０
９
件
、
事
業
廃
止
が

７
６
６
７
件
で
、
２
９
５
８

件
の
減
少
と
な
っ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

が
な
く
な
る
な
ど
、
採
算
が

見
込
め
な
く
な
っ
た
こ
と
に

伴
う
廃
業
や
旅
館
業
な
ど
他

の
用
途
へ
の
変
更
が
主
な
理

由
と
み
ら
れ
る
。

　
都
道
府
県
、
保
健
所
設
置

市
、
特
別
区
と
い
っ
た
住
宅

宿
泊
事
業
の
事
務
を
担
う
自

治
体
別
に

年

月

日
時

点
の
届
け
出
住
宅
数
を
見
る

と
、
上
位

自
治
体
は
、
大

阪
市
１
７
０
１
件
▽
▽
新
宿

区
１
３
９
６
件
▽
札
幌
市
１

３
３
６
件
▽
沖
縄
県
９
３
２

件
▽
豊
島
区
７
３
３
件
▽
福

岡
県
７
２
８
件
▽
千
葉
県
６

５
４
件
▽
渋
谷
区
６
１
５
件

▽
北
海
道
６
１
０
件
▽
京
都

市
５
８
３
件
。

　
届
け
出
住
宅
の
ほ
か
、
不

在
型
物
件
な
ど
の
管
理
を
受

託
す
る
住
宅
宿
泊
管
理
業
の

登
録
件
数
は

年

月

日

時
点
で
２
３
７
７
件
、
仲
介

サ
イ
ト
な
ど
を
運
営
す
る
住

宅
宿
泊
仲
介
業
の
登
録
件
数

は

件
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、

年
９
月
末
時
点

の
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
に

基
づ
く
特
区
民
泊
の
認
定
居

室
数
は
９
５
２
４
室
だ
っ

た
。

　
リ
ク
ル
ー
ト
の
研
究
機

関
、
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
は

月

日
、
コ
ロ

ナ
禍
以
降
、
消
費
者
を
対
象

に
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る

旅
行
意
向
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
２
０
２
１
年


月
分
の
結
果
を
ま
と
め
た
。

調
査
日
は

月

、

日
。

国
内
宿
泊
旅
行
に
意
欲
を
持

つ
層
は
全
体
の

・
７
％
に

上
り
、

年
３
月
以
降
で
最

高
値
だ
っ
た
。
た
だ
、
旅
行

意
欲
が
あ
る
層
の
内
訳
は
、

旅
行
を
予
定
し
て
い
る
層
は


・
７
％
で
、
「
旅
行
に
行

き
た
い
が
、
様
子
を
見
て
い

る
」
と
い
う
層
が

・
０
％

と
多
数
を
占
め
た
。

　
調
査
は
リ
サ
ー
チ
会
社
の

モ
ニ
タ
ー
会
員
の
う
ち

歳

以
上
の
全
国
１
６
５
２
人
が

対
象
。
同
様
の
調
査
は

年

３
月
以
降
、
今
回
を
含
め
て

過
去

回
実
施
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
下
に
お
け
る
今
後

の
国
内
宿
泊
旅
行
へ
の
意
欲

で
は
、「
予
定
を
し
て
お
り
、

気
に
せ
ず
行
く
」
５
・
０
％

▽
「
予
定
を
し
て
お
り
、
気

を
付
け
な
が
ら
行
く
」

・

７
％
▽
「
旅
行
に
行
き
た
い

が
、
様
子
を
見
て
い
る
」


・
０
％
▽
「
旅
行
を
キ
ャ
ン

セ
ル
・
し
ば
ら
く
行
か
な
い
」


・
５
％
▽
「
コ
ロ
ナ
禍
に

関
係
な
く
、
も
と
も
と
行
か

な
い
」

・
０
％
▽
「
分
か

ら
な
い
」
５
・
８
％
。

　
「
予
定
を
し
て
お
り
、
気

に
せ
ず
行
く
」
「
予
定
を
し

て
お
り
、
気
を
付
け
な
が
ら

行
く
」
の
合
計
は

・
７
％

で
、
前
回
調
査
時
（

年
９

月
）
か
ら
５
・
５
㌽
上
昇
し

た
。「
旅
行
に
行
き
た
い
が
、

様
子
を
見
て
い
る
」
と
い
う

層
は

・
０
％
に
上
る
が
、

前
回
調
査
時
か
ら
は
３
・
４

㌽
下
降
し
た
。

　
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
研
究
ス
タ
ッ
フ
の
五
十

嵐
大
悟
氏
は
「
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
広
が
り
や
感
染
者
数
の

減
少
を
受
け
て
、
徐
々
に
旅

行
を
再
開
す
る
兆
し
が
表
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
し

か
し
、
旅
行
意
欲
の
あ
る
人

の
大
多
数
は
、
旅
行
に
行
き

た
い
が
、
様
子
を
見
て
い
る

状
況
に
あ
り
、
旅
行
の
再
開

に
関
し
て
は
慎
重
な
様
子
が

う
か
が
え
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
。

　
観
光
庁
の
宿
泊
旅
行
統
計

調
査
で
、
２
０
２
１
年
９
月

の
全
国
に
お
け
る
宿
泊
施
設

の
延
べ
宿
泊
者
数
（
第
２
次

速
報
値
）
は
、

年
同
月
比


・
４
％
減
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の

年
同
月
比

・
０
％
減

の
２
２
４
３
万
人
泊
と
な
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
緊
急
事
態
宣
言
の
全
面
解

除
は
９
月
末
だ
っ
た
た
め
宿

泊
需
要
は
低
調
。
都
道
府
県

別
で
は
、
７
府
県
が

年
比

で

％
以
上
の
下
げ
幅
を
記

録
し
た
。

　
延
べ
宿
泊
者
数
の
内
訳

は
、
日
本
人
が
２
２
１
５
万

人
泊
で

年
同
月
比

・
８

％
減
、

年
同
月
比

・
３

％
減
。
外
国
人
が

万
人
泊

で

年
同
月
比

・
４
％
減
、


年
同
月
比

・
７
％
減
。

　
延
べ
宿
泊
者
数
全
体
を
都

道
府
県
別
に
見
る
と
、

年

同
月
比
の
減
少
率
が
大
き
い

の
は
、
沖
縄
県

・
３
％
減

▽
京
都
府

・
６
％
減
▽
石

川
県

・
３
％
減
▽
広
島
県
、

香
川
県
（
同
率
）

・
４
％

減
▽
大
阪
府

・
４
％
減
▽

岐
阜
県

・
５
％
減
―
な
ど
。

　

年
同
月
比
の
減
少
率
が

小
さ
い
都
道
府
県
は
、
鳥
取

県

・
２
％
減
▽
山
形
県


・
１
％
減
▽
山
口
県

・
２

％
減
▽
和
歌
山
県

・
６
％

減
―
な
ど
だ
っ
た
。

　
ま
た
、

年
９
月
の
全
国

の
宿
泊
施
設
に
お
け
る
客
室

稼
働
率
（
第
２
次
速
報
値
）

は
、

年
同
月
比
４
・
７
㌽

減
、

年
同
月
比

・
２
㌽

減
の

・
２
％
だ
っ
た
。
施

設
タ
イ
プ
別
で
は
シ
テ
ィ
ホ

テ
ル
の
下
げ
幅
が
目
立
ち
、

都
道
府
県
別
で
は
沖
縄
県
の

稼
働
率
が
最
低
だ
っ
た
。

　
施
設
タ
イ
プ
別
で
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

・
３
％

（

年
同
月
比

・
０
㌽
減
）

▽
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

・
１
％

（
同

・
２
㌽
減
）
▽
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル

・
２
％
（
同


・
６
㌽
減
）
▽
旅
館

・

１
％
（
同

・
３
㌽
減
）
＝

旅
館
の
う
ち
従
業
者
数

人

以
上
の
施
設

・
５
％
（


・
８
㌽
減
）
▽
簡
易
宿
所


・
６
％（
同

・
１
㌽
減
）。

　
客
室
稼
働
率
が
低
い
の

は
、
沖
縄
県

・
０
％
▽
京

都
府

・
２
％
▽
石
川
県


・
５
％
▽
長
野
県

・
５
％

▽
山
梨
県

・
６
％
▽
大
阪

府

・
７
％
▽
奈
良
県

・

８
％
―
な
ど
だ
っ
た
。

　
観
光
庁
は
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者
に
魅
力
が
伝
わ
る
観

光
資
源
の
多
言
語
解
説
の
整

備
を
検
討
し
て
い
る
自
治

体
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
を
対
象
に

「
分
か
り
や
す
い
多
言
語
解

説
文
の
作
成
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
す
る
。
１
月

日
、
２

月
１
日
、
３
日
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

に
よ
る
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
形
式
で

開
催
。
解
説
文
作
成
の
ポ
イ

ン
ト
や
注
意
点
な
ど
整
備
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
。

　
講
演
は
、
「
外
国
人
目
線

を
取
り
入
れ
た
多
言
語
解
説

文
の
作
成
の
進
め
方
と
整
備

対
象
の
選
び
方
」
（
講
師
・

オ
ー
ル
ア
バ
ウ
ト
の
子
上
知

穂
氏
）
、
「
外
国
人
に
と
っ

て
分
か
り
や
す
い
多
言
語
解

説
文
と
は
何
か
」
（
同
・
エ

ク
ス
ポ
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
の

フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ル
タ
ー

氏
）
。

　
講
師
に
加
え
て
地
域
の
担

当
者
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
う
。
地

域
の
担
当
者
は
、
１
月

日

は
自
然
分
野
と
し
て
真
庭
市

役
所
（
岡
山
県
）
の
増
井
太

樹
氏
、
２
月
１
日
は
観
光
分

野
と
し
て
小
浜
市
役
所
（
福

井
県
）
の
奥
城
直
喜
氏
、
２

月
３
日
は
文
化
財
分
野
と
し

て
大
田
市
教
育
委
員
会
（
島

根
県
）
の
中
田
健
一
氏
。
　

　
各
回
の
定
員
は
３
０
０
人

程
度
。
定
員
に
達
し
次
第
、

締
め
切
る
。
参
加
無
料
。

　
事
前
に
申
し
込
み
が
必

要
。専
用
フ
ォ
ー
ム（https:

//forms.gle/g73kYAcFvui8j
a7P8

）
か
ら
申
し
込
む
。


